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1 はじめに

物理には、特別な運動の下で保存する物理量ーエネルギー、運動量や角運動量などーが存

在する。解析力学のネーターの定理に象徴されるように、そのような保存量の存在と系の対

称性は不可分である。そして系の対称性は、リー代数という数学で記述される。現代物理学

において、リー代数は重要な地位を占めている。

今回の講演では、量子力学における角運動量代数を通して、最も基本的なリー代数ー

su(2)ーの役割を垣間見てみようと思う。

2 講演内容

まず解析力学、特に上述のネーターの定理を復習する。次に正準量子化を通じて、角運動

量代数に自然にリー代数が現れることを見る。そしてリー代数の理論が如何に角運動量代数

に用いられているかを概観する。

ラグランジュ形式の解析力学に慣れていれば十分理解できると思いますし、リー代数の魅

力を伝えられれば幸いです。
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